




























査期間は、2020 年 8 ⽉ 17 ⽇から 8 ⽉ 31 ⽇とした。調査への協⼒依頼は、8 ⽉ 17 ⽇に E-
mailで科学技術専⾨家ネットワークの各位に送信した。多重回答を防ぐため、回答者ごと
の個別 URL を作成した上で、回答完了後には再度回答が⾏えないよう設定した。リマイ
ンダは、未回答者を対象として 8 ⽉ 25 ⽇に送信した。8 ⽉ 31 ⽇以降も回答⼊⼒があった
ため、最終的に 9 ⽉ 6 ⽇までの回答を結果に含めた。調査依頼の送付数は 1,914 名、最終
的な有効回答数は 1,448 名（回答率 75.7%）であった。 
回答者の所属は、⼤学が 993 名で最も多く、次いで公的機関・団体 255 名、企業 192 名
であった。その他は 8 名であり、所属機関別の分析からは除外することとした。その他を
除く、1,440 名の所属機関別の⽐率を図 1 に⽰す。 
 
図 1 回答者の所属（n=1,440） 
 
 




回答者の年齢層は、40代が 715 名で最も多く、次いで 30代以下が 469 名、50代が 192
名の順であった。年齢不明の 1 名を除く、1,447 名の年齢層別の⽐率を図 2 に⽰す。 
 
図 2 回答者の年齢層（n=1,447） 
 
回答者の専⾨分野は⼯学が 432 名（29.8%）で最も多く、次いで⽣物科学が 277 名（19.1%）、
化学が 232 名（16.0%）であった（図 3）。回答者数が 10 名以下であった天⽂学（10 名）





図 3 回答者の専⾨分野（n=1,448） 
 













た（図 5 図 26）。つまり、若年層ほど⼊⼿経験をもつ回答者の⽐率が⾼いという傾向がみ
られた。 
 











































う回答者は 0.1%であった（図 10）。 
 
 








































⾼いから」（63.6%）、の順であった（図 15、無回答の 1 名を除く）。 
 
 




とした回答者 1,153 名に尋ねた結果、公開意思をもつ回答者は 21.8%、もたない回答者は
48.0%、「わからない」という回答者は 30.3%であった（図 16）。 
 
 














の回答者は利⽤が進むと考えていることがわかった（図 18、無回答の 8 名を除く）。その
他の 13 名のうち、8 名の⾃由記述は“既に進んでいる”という趣旨の回答であった。 
 
 
図 18 プレプリント利⽤の展望（n=1,440） 
 
 
